
田
中
は
じ
め
市
議
は
９
月
10
日

の
一
般
質
問
で
、
福
島
原
発
事
故

の
原
因
に
つ
い
て
執
行
部
の
見
解

を
質
し
ま
し
た
。

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
が
炉

心
溶
融
事
故
に
至
っ
た
原
因
に
つ

い
て
、
国
会
事
故
調
査
委
員
会
は
、

福
島
第
一
原
発
１
号
機
に
津
波
が

到
達
す
る
２
分
前
に
地
震
に
よ
っ

て
異
常
を
き
た
し
、
電
源
を
喪
失

し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い

ま
す
。

津
波
が
来
る
前
に
、
す
で
に
地

震
動
に
よ
っ
て
原
子
炉
内
に
異
常

が
起
こ
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
、

国
内
す
べ
て
の
原
発
に
つ
い
て
、

予
想
さ
れ
る
津
波
の
高
さ
に
関
係

な
く
、
対
策
を
と
る
必
要
が
生
じ

ま
す
。
一
方
、
想
定
外
の
津
波
が

原
因
と
す
れ
ば
、
津
波
対
策
の
み

で
よ
い
と
の
結
論
に
導
か
れ
や
す

く
な
り
ま
す
。

質
問
に
対
し
、
永
田
防
災
安
全

部
長
は
、
「
国
会
事
故
調
の
指
摘

に
つ
い
て
の
規
制
委
員
会
に
よ
る

検
討
で
、
非
常
用
交
流
電
源
系
統

の
機
能
喪
失
原
因
は
津
波
と
結
論

付
け
て
い
る
。
な
お
、
津
波
波
高

計
の
位
置
が
誤
っ
て
い
た
件
で
、

更
田
規
制
委
員
長
は
、
今
ま
で
の

結
論
を
覆
す
も
の
で
な
い
と
述
べ

て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
引
き
続

き
規
制
委
員
会
の
取
り
組
み
を
注

視
し
て
い
く
。
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。

田
中
市
議
は
、
「
波
高
計
の
位

置
の
資
料
は
、
高
い
放
射
線
の
た

め
に
未
だ
中
に
入
れ
な
い
場
所
に

あ
り
、
新
潟
県
の
検
証
委
員
会
か

ら
指
摘
さ
れ
て
初
め
て
位
置
の
ず

れ
が
判
明
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
で
、
津
波
が
来
る
以
前
に
地
震

で
壊
れ
て
い
た
可
能
性
を
否
定
す

る
結
論
を
出
す
こ
と
は
理
解
で
き

な
い
。
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

吉
儀
市
議
は
、
東
出
雲
町
公
民

館
と
支
所
の
複
合
施
設
建
設
を
巡
っ

て
、
町
民
の
中
に
溝
が
で
き
た
問

題
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

自
治
会
連
合
会
も
メ
ン
バ
ー
と

な
る
検
討
委
員
会
が
、
昨
年
町
内

４
ヶ
所
で
説
明
会
を
開
催
。
そ
こ

で
出
さ
れ
た
意
見
を
踏
ま
え
て
、

「
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
エ
リ
ア
」

か
「
支
所
エ
リ
ア
」
に
複
合
施
設

の
建
設
を
市
長
に
要
望
し
た
と
こ

ろ
、
市
長
は
「
『
保
健
相
談
セ
ン

タ
ー
エ
リ
ア
』
に
建
設
。
『
支
所

エ
リ
ア
』
は
更
地
に
し
て
住
宅
地

と
し
て
売
却
す
る
」
と
回
答
。

回
答
に
つ
い
て
、
町
民
へ
の
説

明
は
、
自
治
会
長
が
新
し
い
メ
ン

バ
ー
に
交
替
し
た
今
年
の
８
月
に

開
催
さ
れ
た
た
め
、
教
育
委
員
会

の
説
明
に
反
対
意
見
が
出
さ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
治
会
連
合

会
は
「
賛
同
で
き
な
い
人
は
出
て

行
っ
て
く
れ
」
と
「
保
健
相
談
セ

ン
タ
ー
エ
リ
ア
」
で
建
設
す
る
決

議
を
強
行
。

吉
儀
市
議
は
「
教
育
長
も
、
紛

糾
し
た
そ
の
場
に
出
席
し
、
「
保

健
相
談
セ
ン
タ
ー
」
は
、
そ
の
ま

ま
使
っ
て
不
足
す
る
機
能
を
支
所

エ
リ
ア
に
建
て
る
と
い
う
案
も
出

さ
れ
た
の
で
あ
り
、
多
様
な
意
見

を
出
し
合
い
、
町
民
が
合
意
で
き

る
よ
う
に
支
援
す
べ
き
で
は
な
い

か
」
と
質
問
し
ま
し
た
。

清
水
伸
夫
教
育
長
は
「
検
討
委

員
会
の
皆
さ
ん
が
慎
重
に
出
さ
れ

た
結
論
で
あ
り
、
理
解
い
た
だ
き

た
い
」
と
「
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

エ
リ
ア
」
に
固
執
し
ま
し
た
。

橘
祥
朗
市
議
は
代
表
質
問
で
、

中
海
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
、
市

長
に
質
問
し
ま
し
た
。

①
４
月
か
ら
本
格
運
航
が
開
始
さ

れ
た
水
陸
両
用
飛
行
機
の
運
航
状

況
、
②
厳
し
い
現
状
が
伝
え
ら
れ

る
中
海
漁
業
の
実
態
と
対
策
、
③

中
海
の
水
質
の
状
況
、
ハ
イ
ビ
ー

ズ
に
よ
る
覆
砂
事
業
に
つ
い
て
は
、

ハ
イ
ビ
ー
ズ
が
ヘ
ド
ロ
化
す
る
の

で
は
と
の
漁
業
者
の
心
配
の
声
を

紹
介
し
、
効
果
と
今
後
の
取
り
組

み
を
問
い
、
合
わ
せ
て
本
格
的
な

水
質
改
善
意
は
森
山
・
大
海
崎
両

堤
防
の
開
削
が
必
要
と
主
張
。
④

上
宇
部
尾
で
の
ス
ポ
ー
ツ
広
場
計

画
は
中
止
さ
れ
て
お
り
、
観
光
や

地
域
お
こ
し
な
ど
、
今
後
の
中
海

地
域
の
総
合
的
な
発
展
に
つ
い
て

な
ど
、
見
解
を
問
い
ま
し
た
。

松
浦
市
長
は
、
◆
飛
行
機
運
航

に
つ
い
て
は
、
４
月
か
ら
こ
れ
ま

で
、
１
８
５
名
が
搭
乗
、
運
行
率

は
45
％
で
あ
る
。
◆
中
海
漁
業
の

実
態
は
５
年
前
と
比
較
し
て
漁
業

者
は
３
割
減
、
漁
獲
高
も
４
割
減

と
な
っ
て
い
る
。
う
な
ぎ
、
赤
貝

養
殖
な
ど
の
支
援
や
新
規
漁
業
者

支
援
な
ど
で
漁
業
振
興
に
取
り
組

む
。
◆
水
質
は
改
善
傾
向
に
あ
る
。

浅
場
造
成
や
覆
砂
事
業
は
水
質
改

善
や
二
枚
貝
の
生
育
効
果
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
漁
業
関
係
者
の
理

解
を
得
な
が
ら
事
業
を
進
め
る
。

森
山
堤
防
の
開
削
前
後
で
、
水
質

の
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
、

長
期
的
に
水
質
の
状
況
を
み
て
い

く
。
◆
中
海
地
域
は
、
景
観
や
観

光
資
源
に
め
ぐ
ま
れ
て
お
り
、
空

港
や
港
湾
も
あ
り
、
国
際
的
な
観

光
に
期
待
が
あ
る
。
八
束
町
で
の

農
業
振
興
や
特
産
品
開
発
支
援
な

ど
行
っ
て
お
り
、
水
陸
両
用
飛
行

機
、
中
海
レ
ガ
ッ
タ
、
中
海
マ
ラ

ソ
ン
、
松
江
城
マ
ラ
ソ
ン
の
取
り

組
み
な
ど
、
今
後
も
地
域
振
興
に

取
り
組
む
、
と
答
弁
し
ま
し
た
。
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東
出
雲
公
民
館
と
支
所
の
複
合
施
設

教
育
委
員
会
は
合
意
の
支
援
を

吉
儀
市
議
の
質
問
③

福
島
原
発
事
故
の
原
因
に
つ
い
て

田
中
市
議
の
一
般
質
問
③

地
域
資
源
活
か
し
、

中
海
地
域
の
発
展
を

橘
市
議
の
代
表
質
問
③

９
月
21
日
、
松
江
市
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
映
画

「
あ
の
日
の
オ
ル
ガ
ン
」
を
上

映
し
ま
し
た
。
３
２
０
名
の
皆

さ
ん
が
観
に
来
て
下
さ
り
、
多

く
の
感
想
を
寄
せ
て
頂
き
ま
し

た
。１

９
４
４
年
の
東
京
、
若
手

保
母
た
ち
が
、
園
児
を
連
れ
て

集
団
疎
開
し
た
真
実
を
映
画
化

し
た
も
の
で
す
。
２
年
前
、
映

画
製
作
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
―
に

な
っ
て
欲
し
い
と
の
話
を
頂
き
、

有
志
を
募
り
映
画
会
を
計
画
し

ま
し
た
。

主
演
は
、
女
優
・
戸
田
恵
梨

香
と
大
原
櫻
子
、
脇
を
固
め
る

俳
優
は
林
家
正
蔵
や
橋
爪
功
な

ど
。
監
督
は
、
長
年
山
田
洋
次

監
督
と
の
共
同
脚
本
、
助
監
督

を
務
め
て
き
た
平
松
恵
美
子
で

す
。疎

開
に
反
対
し
て
い
た
親
た

ち
も
、
子
ど
も
だ
け
で
も
生
き

延
び
て
欲
し
い
と
保
母
た
ち
に

我
が
子
を
託
す
こ
と
を
決
意
。

疎
開
先
の
廃
寺
を
掃
除
し
、
近

所
の
農
家
か
ら
の
食
料
提
供
は

「
穀
つ
ぶ
し
」
の
よ
う
に
言
わ

れ
な
が
ら
も
、
東
京
か
ら
持
っ

て
き
た
オ
ル
ガ
ン
を
奏
で
必
死

で
保
育
す
る
保
母
た
ち
。
１
９

４
５
年
の
東
京
大
空
襲
で
両
親

が
亡
く
な
る
子
ど
も
も
い
た
の

で
す
。

戦
争
中
、
誰
で
も
自
分
の
こ

と
で
精
い
っ
ぱ
い
の
時
代
に
、

「
疎
開
保
育
園
」
を
実
現
さ
せ

た
力
は
、
何
で
あ
っ
た
の
か
を

考
え
る
時
、
大
先
輩
を
誇
り
に

思
い
、
私
達
も
そ
う
あ
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

「
あ
の
日
の
オ
ル
ガ
ン
」

上
映
に
よ
せ
て竹

内
多
寿
子

田中 肇
市議会議員

吉儀 けい子
市議会議員

橘 祥朗
市議会議員


